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地質図と芸術

地質

図の映

像

清原清人

る.その感覚とは芸術を解し科学万能には背を向け

たがる心のように思うのである.

一概に地質図といってもその使用目的や縮尺の大小

等さまざまでその性格も多少異なるものがあるのは当

然である.ここには私たち調査マンが野外で調査

研究をすすめる場合に作る一般に大梯尺で精度のやや

高い地質図を取り上げることにしよう.

地質図というものは元来｢分布図｣の一種であるか

ら広い地域に分布する岩石やその他の地質諸現象を

狭い紙上にプロットして机上検討に便ならしめひい

ては学術上や経済上に寄与しようとするものである.

だから岩石の分布状況や性質地層の移動の状態等の記

録は精度が高ければ高いほどよいわけであるがわが

国の山野は一般に表土や雑木･雑草におおわれて地下

に広くまた厚くよこたわる岩石の露頭はきわめて断

片的にしか見られ枚いところが多いので目に見えるも

のを拾い上げるぱかりではなくそこにはかたらず調査

マンの推理が伴い主観が入ることは止むを得ない.

これが他の分布図と異なる第一の性格であり第二の特

長はそれぞれの地層が生まれた時代の序列をもって

いて必ずしも古い時代に生まれたものが常に下にあ

って新しい時代に生まれたものが上に重狂っているとは

限らないことである.

上下関係が転倒していたり並立していたりまた

不整合などといって先ぽ生れた地層と新しく生れた地

層の間に生まれ出て夫折し郁)か襲ったく生れ赦か

ったのかある一時期が空費?されたような現象もあ

るしまたこれらの地層を破って噴出してきた火成岩

類もその時期を考慮しなければならない等女その分布

は立体的であり固定化しているとはいうものの動的変

化の表現を必要とするもので動的な立体表現ぽ欠ける

地質図は迫力がなく地質状況カはく読みとれない｡

このようた意味合いをもつ分布図であるからだだ単

に分布の状況を写実的に図示するだけでは完全な地質図

には放らないのであってそこには常に推理の妥当性が

要求されると同時に鋭敏な感覚が伴うものと考えられ

りっぱな芸術作品というものは正確無比に描写した

り作ったり書いたりしたものではなく美や真理を追

究する作者の気持が見る人読む人のその感覚に相

呼応するからにほかならずその感覚の持ち合わせの無

い人にはわからない.地質図にもほぼ同様のことがい

えるのではなかろうかと思う次第でそこに私は地質図

の芸術性を感ずるのである.

本稿を草しているときたまたま地学雑誌第72巻第

6号の配本があったカミその中に元所長の三土知芳先生

が河田学夫氏への追憶文を寄せられてその放かに地

質図の芸術性を認められており今までひそかに独り

よがりの芸術論ではないかと心配していたのであるカミ

私たちの大先輩である先生のお説を承って百万の味方

を得た気持にたったとこである.先生の文中の一部を

拝借すると

r･…しかも芸術的才能が豊かなので図の表現は的確で

美しく･…美術的にも優れた作品であるといえる･…｣.

これは河団ヨ氏の地質図をほめられたことぱであるが

なるほど河田氏カミ長年編図課長として手がけられてき

た地質調査所発行の地質図は地形の線の動きといい

色彩の色調･調和といい他所で出版されたものとは一

見してわかる美麗さカミあった.これは地質図作成出

版の衝に当たられる各位の才能技術はもとよりであろ

うカミ地質図本来の性格を把握し芸術的感覚を持ち合

わせておられるからであろう.

地質図が単に図示された科学であるならば色彩の色

調や調和などということは論外のことであるべきだが

実際にはその色調があまりに下品?だったり地形

図の等高線の動きがぎこちなかったりすると主体で

ある地質状況解析の技術までが拙劣に感じられるもので

あって人間が理性だけに生きられぬ動物である以上

仕方のないことであろう.三土先生の文中にもあるよ

うに地質図には美術的要素を多分にもっているもので

線と色とは絵で重要な役割りを持つと同様に地質図にお�
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いてもないがしろにできるものではない.

このように地質図が美術的要素を備えるとすれば

立派な地質図ができるということはそれを作る地質家

に芸術的感覚の持ち合わせがあるかないかということ

も関係してくるのであって優秀な地質家がか放らず

しもりっぱな地質図を作り得るものとは私は思わない.

また原図がいかにりっぱに描かれていても製図や印

刷の段階で原図のもつ微妙な咲カミこわされてせっか

くの労作が駄作にまたは平凡作に陥るよう抵こともあ

り得るわけである.このようなことはとくに断面図の

場合に多いのではたかろうか.

また地質図に美術的要素が含まれるということは

絵の場合にデッサンと色彩画との持味の重みが異なる

ように線や記号で表わした地質図と色刷りした地質図

とでは地質状況の表現能力に差異カミ生まれる.経費

などの点で仕方のないことであろうが線やハッチ等で

地層を示した場合ともすればその直線のもつ視覚的

印象が地層の走向方向と関連錯誤をおこしたりあるい

は斜交･直交の状態の線で相接する2地層間では両直

線のなじめない感覚からなじめない地層である断層接

触や不整合関係であるかのごとき感覚がちらついて読み

づらいものである.また地層を模様で表わす場合も

模様の種類が限定されたり微妙な細かい作図には不適

格な条件がつきまとうものである.

地形の伴わない地質図は地質構造の表現を極度に減

殺するもので原図ではいかにりっぱに地層の動きの状

態をとらえていても地形を取り除いたならその地質

の立体的躍動1ま死/)でしまって平面的在地層の羅列に

過ぎないものになるであろう.地質図中における地形

の役割りはちょうど家庭における妻の座のよう枚もの

であってもなくとも済むというようなものではない.

地質図の読みかた描きかた

地質図が単なる分布図でなく野外調査にあたった調

査者の該地域の地質構造に滞する畑蔵や主観または現

場における推理や感覚等が織り込まれているものである

からには同一地域の地質図といえどもそれを多くの

人が作った場合にはおのずから異なった図ができるの

はやむを得ない.それはあたかも1つの花びんを描

いた数名の絵が同一の形をなさないようなものであろう.

第ユ･2図は某鉱床地域を調査したX･Y両氏の地質

図である｡この地域は地質構造が複雑でヒョヅコリ

現場に飛び込んだのではたかなか構造の真の姿を捕え

ることはむずかしいところで両者の聞にはかなり異

なった見方がなされており地質図の表現形式にも異な

った味があって比較検討するに好適なところである.

まず第1図では地域内の地層をABCDの4層にわ

かちAB両層は整合関係CD両層も整合関係で

AB両層とCD両層間にはJ-K断層があって断
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層の北西側地塊(AB両層地域)がすべり落ちたもの

としている.地質はこのすべり落ちた地塊に重点があ

るのでこの地域について見ていきたい.走向傾斜の記

号もかなり記入されておりそれによると地層は概略北

ないし北微西方向に走り西側傾斜を示していることが

察知される.このような摺曲構造の著しい地域では

一般に走向傾斜は不一定であまりあてに柱らないもの

ではあるがA層の傾斜は6ぴ～80｡の急傾斜構造である

のに対してB層の傾斜35｡は地域の南西寄りで緩傾斜

とたることを示しているのか?断面図9～hによると

AB両層は整合的であり両層の接する面は50｡内外に

傾斜を示しているので平面図上の走向傾斜の記号の示

す数字はほとんど生かされてはいない.そのような

ことはままあることではあるが在るべく野外の資料は

生きたものにしいたものである.

この図でもっとも気になるのはA層の平均傾斜角カミ

70｡内外の急傾斜構造であるとの印象カミ強いのに対して

a-b間におけるA層とB層の境界線の与える印象はき

わめて緩傾斜で(図上から算定すると10｡内外の傾斜を

示している)これは整合関係の両層境界面としては泣

っとくできない状況で両者は不整合関係でなければ断

層関係としか受け取れない.

もし両層が整合関係であることを生かすならば両層

内に記入された走向傾斜の数字は全部取り去って緩傾斜

構造とすべきであるかその場合この平面図に表わさ

れた地層傾動の状況と9-h断面図に表わされた地層の

便動には著しい差異が認められるのであって諸資料の

あつかい方が状況判断に誤りがあるのではたかろうか

と思われる次第である.

またJ-K断層寄りのB層内で85｡の急傾斜を測定

して断層によるすべり落ちの際のテｰル構造を強調し

ておりこれは断面図e-fにも示されたとおり鉱床

の形態ひいては鉱床の成因追究にまでおよぶ重要なデ

ｰタとして取り扱われているようである.もちろん

このほかにも試錐結果資料等も参考としているようでは

あるが採掘地点がA層の走向と直交状態に連なるのに

あえて層状鉱床を想定したのはこのテｰル構造を重視

したあらわれのようである.そのような考えに立脚し

たためか第2図に明示されているJ-K断層に沿う変

質帯を地質図上に取り上げていない.これは鉱床を対

象としたものとしては見落としたということは許され

次いことであるので自殺したと見るべきであろう.

また第1図は鉱床付近だけの狭い範囲の図でA層およ

びB層の北酉方への連続を追究していないことが構造

解析に無理を生じたようにも感じられる.

第2図もABCDの4層に分けているカミ第1図のBC

Dの分けかたと第2図のBCD層とは同種のものでは

狂い.断層も第1図のJ-K断層は第2図にもその

まま適用されるカミそのほかにL-MN-Oの2断層

を推定している.この図が第1図と著しく異たるのは

A層とB層とは断層(傾斜のゆるやか祖スラスト性の)

接触であってB層は見かけ上はA層の上に乗っている

カミこれは逆転しているものと見ていることである.

その真偽のほどは当地域一帯の広い知識を必要とするこ

とであってここでは批判のかぎりで狂い.ただB層

の傾斜が北西寄りに漸次急角度で北東寄りではきわめ

て緩傾斜を示す状況とA層の急傾斜構造との関係はよ

く捕えて解析されたものとみることができるようである.

なお本図ではB層中の｢はさみ｣的薄層数層をとらえて

記入し走向傾斜の記号のみでは表現できない地層の動

きを図示したことは結構で地質図のアクセサリｰとし

ても単調を破り視覚を楽しませるものである.

次に本図には第1図には記入がないP帯なる変質帯

カミJ-K断層に沿って形成されていることを印している.

作者はこれを断層線に沿って上昇した熱水性の成生物

とみており鉱床成生とは切り離せないものとしている

のである.だから鉱床は採掘跡の連続状況からも推察

されるようにこのP帯に沿って胚胎されA層のJ-

K断層際にA層を横断する状況に発達しているので火

成起因による鉱床とみているのである.

他人が作った図に対して批判するのはやさしいか自

分が描いてみるとなかなかうまく描け狂いものである.

その描け淀いということには2とおりの意味がある.

1つは単なる技術の問題で手先の不器用さや老化現象

による手のふるえ等によるもので他の1つは地質構造

やその他の地質現象の解釈カミできない場合である.

この後者は地質図の上手･下手以前の根本間題で

前者と比較するようなものではないが案外多い事実で

適当にお茶をにごしてその場をつくろうということは

だれでも1度や2度は経験したことがあるであろう.

地質図への郷愁

私は医学にも生理学にも無知であるので真実のこと

はもちろんわからないが視覚と聴覚は脳神経にうった

える迫力に大きな差があるのではないかそしてまた

字を読むということは第1段階では視覚によるのであ�
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るカミ文章という1つの意味をもつ形態になって脳神経

を動かす段階になると聴覚と同様な働きに変化するの

ではないだろうかということである.だから文章で

読んだことと他人から聞いたことには共通の感覚があ

る.両者は共に1度脳の中で整理判断の段階を必要

とするようで問題が簡単板場合はよいが判断が容易

でなく時分カミたつにしたがい聴覚による記憶が薄ら

ぎ他の想念荏ども交わってくると脳神経の弱い人に

は“面倒くさい"という気持がおきてくるようである.

それに反して図を見る場合は視覚神経が活動している

間中間断なく図から発する各種のデｰタが脳神経の中

枢に送られてくるので脳はいたずらな苦労カミなく安

易に自分の考えをまとめることができる.そこに図の

もつ特殊性があるようだ.

いつごろであったか忘れたがある評論家がテレビ文

化の発展が国民総白痴化につながるという意味のことを

いって話題になったことがあるカミ私はそのことばの

中には一面に真理が含まれていると考えある共感をお

ぼえたような次第だった.テレビは図であると同時に

動きかつ音響も具備しているのでこれほど脳神経の

活動を安易にするものはない.この点を氏は衝いたも

のであろう.地質図のもつ性格がまったくその条件

にあてはまるものとは思わないが一部に共通するもの

カミあるのは否めない.小むずかしくて回りくどく下

手在文章で書かれた報文ほど読みづらいものはない.

それにひきかえて地質図はわかりやすくて時間的にも

能率的である.

私ども出先に勤めている者は各種の官庁や鉱山会社

等の採鉱や地質担当の人と会って雑談する機会も多いが

地質調査所発行の5万分の1地質図幅をもっともっと

多く出してもらえないものだろうかという声は高い.

このあたりにも地質図のもつ親しまれる利用度カミうか

がえるのである.

莱企業の事業所のある地域を歩いたときのことである｡

そこの若い地質技師は会社の開発計画のある極小地域

の調査にのみ従事している味気なさを語り思いきり広

い地域を歩き回って図幅のような地質図が描きたいと

述懐していたが私は彼の若い血に同情した.地質図

を描く楽しみは格別で私なども野外調査から帰任して

地質図を完成するまでカミｰ番楽しく一目の時間があま

りに短いのをおぼえるのである.この興味は地質図作

成という仕事が創作につながるものであるためにその

製作意慾が高まる'結果であろう.

古い調査結果の資料を探していつも残念に思うのカミ

報文だけで地質図カミ添わないものである.文章でいか

によく説明したつもりでも粗雑な図にもおよぱないの

に.報文に添付される地質図の地位はもっと高められ

てよいのではなかろうか図がよく描かれているならば

報文は簡単恋説明ですむ場合が多い.知人の若い地質

家カミ地質図などで暇をつぶすより他人のやらないよ

うたテｰマを探した方カミずっとよい衣どという.地

質図などをいくらりっぱに描いてみても点数はとれない

との意味である.その気持私にもわからぬではない

が自然を相手の商売にもヒシヒシと現代のいぶきが押

し寄せている感を深くして淋しかった.このような風

潮が若い人の間にまんえんするならばそらおそろしい

ことである.

北京の北支郡開発調査局にいたときのことである.

故渡辺久吉氏の新春炭田の調査報文の復刻版を手に同

炭田調査に行狂った時のことである.当時はもう日本

側の炭鉱会社もできて治安などもさほど心配すること

もなく測量員を同行したのであるが調査が進むにつ

れ同報文添付の地質図カミなんと正確で修正のほどこし

ようが狂いことにおどろいたことを思いだす.おそ

らく同氏が調査された当時は治安も悪かったことだろ

うし護衛なども思うにまかせぬものカミ多かったろう.

しかも測量士はブラ板といわれる首からブラ下げた図

板をもって地質の人と同行しながら地形を書いたり

地質の位置を印したりして夜やどに着いてから整理し

て図面に作りあげたことであるからおよそ私どもの調

査とは比較になられ'悪条件の下に短時目の調査であっ

たことと推察される.音の人の偉い話は度々聞いては

いたがその現実に出会っていまさらながら感じ入っ

た次第である.

(筆者は橿嗣駐在員)
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